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繰り返す点滴治療の
苦痛軽減のために

放射線科

CVポート
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ＣＶポート（central venous port)とは？

ＣＶポートとは、留置したカテーテルの先端が

中心静脈（central vein：CV）に留置され、

手元側をポート（繰り返し穿刺するための器具）に

接続し皮下に留置したもの。

ポート

カテーテル
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ポートシステムの用途

抗癌剤治療（全身化学療法）

輸液・中心静脈栄養（在宅・長期間）

静脈の確保（採血・輸血・ＣＴ造影など）

その他（疼痛管理など）
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ポートの歴史

• ポートとは皮下に設置される小さな医療器具でカテーテル

が接続され、主に薬剤投与経路として使用される。

• 1982年：米国では主に静脈用として普及し、本邦では動

注化学療法用として普及。

• 現在の世界的使用状況は静脈系が最も多く、一部が動脈系

に、また一部が腹腔系や硬膜外腔等の血管系以外に使用。

• 世界的には「（implantable）port」等と呼ばれている。

• ポートはリザーバーとも呼ばれる。

※水頭症の脳室内髄液を抜くシャントに付属するリザーバー

（液体を貯めておくところ；reserveするところ）と

形状が似ていることに由来する。

P-Uセルサイト からの造影CTを臨床にて

施行頂き、その安全性をご評価頂きました（ 第2報）

奈良県立三室病院　 日高晶子先生／越智朋子先生／阪口　 浩先生

第37回リザーバー研究会一般演題Ⅶ

「 中心静脈ポート  管理」セッションⅦ-28

「 上腕留置式CVリザーバーにおける造影剤注入速度に関する検討」より

上腕留置式CVポート 留置患者53名、留置期間：1～1 ,2 4 7日（ 平均33 6日）

●リザーバーシステム（ カタログN o .：PB50 70 3 A01 ）

カテーテル：アンスロンP-Uカテーテルショート テーパータイプに側孔を作成

ポート：セルサイト ポート Ba b yタイプ

●穿刺針（ ノンコアリングニード ル）（ カタログN o .： 4 44 8 33 2）

ウィングドシュアカン20 G 15 m m 　 耐圧3 2 5p siタ イプ

●耐圧延長チューブ10 0 cm

●造影剤：イオパミ ロン3 0 0

1 . セルサイト ポート Ba b yタイプにウィングドシュアカン2 0 Gを穿刺（ テープ等の固定は、

なし）

2 . 生理食塩水10 m Lで内腔をフラッシュし、抵抗なく スムーズに注入できることを確認

3 . イオパミ ロン300（ 100m L）シリンジに耐圧延長チューブを接続、それを穿刺針に接続

4 . インジェクターのリミッターを3 00 p siに設定し造影剤を注入

　 　 　 　 　

●インジェクター注入圧リミッターを3 0 0p siに設定

●注入速度：1m L/秒から検討を開始、連続3症例に合併症がなければ

　 2、3 m L/秒と段階的に上昇、合併症があれば更に2症例追加、2例の

　 合併症があれば検討を終了するという設定

●実効注入圧ならびに流速を計測

●注入後のト ラブルの有無を視診ならびに生理食塩水注入で判定

1 m L/秒：3例、2 m L/秒：3例、3m L/秒：47例に実施

視診上の合併症と実施後の生理食塩水注入の異常

実施後の視診上の合併症  ： 0例

実施後の生理食塩水注入の異常 ： 0例

＊合併症やリザーバーの破損は認めなかった

設定注入速度と実効注入圧　 結果は右グラフどおり

注入速度の上昇とともに実効圧が上昇したが、3 m L/secでも

3 00 p siに達することはありませんでした。

【 対　 　 象】

【 使用機材】

【 方　 　 法】

　 　 　 　 　

　

　

　

【 検討方法】

【 結　 　 果】

ウィングド  シュアカン

医療機器認証番号： 223AABZ X00004000

製造販売業者： ビー・ブラウンエースクラップ株式会社

販売名： ウィングド  シュアカン

シュアカン  セーフティⅡ

医療機器認証番号： 223AABZ X00004000

製造販売業者： ビー・ブラウンエースクラップ株式会社

販売名： ウィングド  シュアカン

ト レフューザー

医療機器承認番号： 20600BZ Z 01302000

製造販売業者： オーベクス株式会社

販売名： ベセルフューザー

東レ・メディカルは、化学療法に、

より安心・ 安全な医療機器を提供いたします。

P-U セルサイト ポート

医療機器承認番号： 20900BZ Z 00772000

製造販売業者： 東レ株式会社

販売名： P-Uセルサイト ポート

[販売元]

TEL.（ 0 1 1 ）2 5 1 -2 2 3 3

TEL.（ 0 2 2 ）7 7 2 -5 7 7 3

TEL.（ 0 3 ）5 8 3 5 -2 7 6 1

TEL.（ 0 5 6 8 ）2 1 -5 6 0 0

TEL.（ 0 6 ）6 2 5 3 -7 0 0 8

TEL.（ ０８２ ）８３１ -１１８２

TEL.（ 0 9 4 2 ）7 3 -3 9 0 0

代理店
東レ・メディカル株式会社
札　 幌 : 〒0 6 0 -0 0 3 1  札幌市中央区北一条東2 -5 -2（ 札幌泉第2ビル）

仙　 台 : 〒9 8 1 -3 1 2 1  仙台市泉区上谷刈1 -5 -3

東　 京 : 〒1 0 1 -0 0 3 1  東京都千代田区東神田2 -5 -1 2  龍角散ビル

名古屋 : 〒4 8 1 -0 0 3 1  愛知県北名古屋市弥勒寺東4 -1 7 3

大　 阪 : 〒5 4 1 -0 0 5 9  大阪市中央区博労町4 -2 -1 5（ ヨドコウ第2ビル）

広　 島 : 〒7 3 1 -0 1 2 4  広島市安佐南区大町東４ -１２ -１（ グリーンコート 毘沙門）

九　 州 : 〒8 3 8 -0 1 3 8  福岡県小郡市寺福童3 0 -1

CVポート からの造影CT検査（ ご参考）

側孔

ノンコアリングニードルの穿刺とインジェクターの接続

上腕留置式CVリザーバー

CVポート から安全に造影CT検査をするポイント

①上腕留置式：鎖骨下留置に起こりえるp inch-o ffがない

②P-Uカテーテル、セルサイト ポート 、高耐圧20Gウィングド

シュアカンの使用

③事前に生理食塩水注入の抵抗がないことを確認

④注入圧の上限を300p si（ 21kg/cm 2）に設定

造影後の写真： 針の浮きと造影剤の漏れは、

ありませんでした。

CV 末梢

CVポート からと末梢ルート から造影したCT画像。いずれも2.5m L/secで注

入。CVでは末梢よりも動脈は明瞭で、腎皮質も濃く 造影されています。
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ポートシステムのメリット

感染頻度が低い

薬剤注入が容易・皮下注入
リスク減

刺激性薬剤の注入が可能

静脈穿刺が確実・簡便

患者側メリット 医療側メリット

c

点滴回路からの開放

頻回の静脈穿刺の苦痛軽減

外観上目立たず

心理的不安減少

薬剤投与期間中でも

入浴・外出可能
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ポートシステムの構造

心臓
皮膚表面

セプタム（シリコンゴム）

カテーテル

注射針（ヒューバー針）

中心静脈へ

点滴



Sanin Rosai Hospital

不適切な使用に伴うもの

ポートシステムのデメリット

誤穿刺による皮下への薬剤
注入など

システム開存維持のために

定期的な薬液注入が必要

薬液の漏出、カテーテル

が離断し臓内に迷入

デメリットの分類 具体的な例

異物の体内留置に伴うもの

システム維持に伴うもの

破損に伴うもの

感染、カテーテル閉塞
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ポートシステムの留置経路

カテーテルの先端は全て
中心静脈

前胸部
・刺入静脈：鎖骨下・内頸

上腕・前腕部
・刺入静脈：尺側皮・橈側皮

大腿部 ＊選択頻度少ない

・刺入静脈：大腿



Sanin Rosai Hospital

ポート ポート

カテーテル

心臓

留置経路

①左図の向きにポートは留置されています。

②穿刺の際はポート側面両側を→の方向か
ら親指と人差し指で挟んで中央付近を穿刺
して下さい。

• 鎖骨下静脈穿刺による前胸部留置を選択
• シェーマは右鎖骨下静脈留置ですが、左鎖骨下静脈経由の場合もあります

留置例
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薬液注入手順のイメージ①

観察
・ポート周囲・カテーテル皮下走行部

・感染兆候・液漏れ

→ 発赤・腫脹･熱感・痛みなど

消毒
・手・指の消毒

• 手袋の装着

・穿刺部（セプタム）の消毒
• ポート穿刺部の消毒。中心から外側に向

けて円を描くように消毒 の
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薬液注入手順のイメージ②

•穿刺

• ヒューバー針（ポート用穿刺針）の

準備プライミング

生理食塩液の入った10mlのシリンジをヒュー

バー針に接続し、ヒューバー針の内腔を満たす。

• 利き手でない指でポートの輪郭を掴んで、

穿刺部を確認する

穿刺部は清潔エリアなので触れない

• 利き手でヒューバー針の羽根を掴んで穿

刺する
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 入浴

 留置術後は、抜糸の翌日からは入浴可能

出血・浸出液などがないことを確認して下さい

 ヒューバー針を抜針後（薬液投与後）は、

止血を確認の上、入浴

抜針後5時間から入浴可能

針・ルートの交換、入浴など
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 ヒューバー針の交換

 間歇使用の場合：その都度交換

針が浮いた際もそのまま押し込まず交換

 連続使用の場合：週1回

輸液セットもすべて交換

 ルート（輸液セット）の交換

 間歇使用の場合：その都度交換

 連続使用の場合：週2回交換

針・ルートの交換、入浴など
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まとめ

ＣＶポートとは、

カテーテルの先端が中心静脈に留置され、

手元側をポートに接続し皮下に留置したもの。

 頻回の静脈穿刺の苦痛軽減

 外観上目立たず心理的不安減少

 入浴・外出可能

 点滴回路からの開放

メリット
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